
1995年 出上の木簡
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し

ゃ

富
山
・
五
社
遺
跡

１
　
所
在
地

２
　
調
査
期
間

発
掘
機
関

調
査
担
当
者

遺
跡
の
種
類

遺
跡
の
年
代

富
山
県
小
矢
都
市
五
社

Ａ
地
区

　
一
九
九
二
年
七
月
―

一
九
九
二
年
三
月

Ｃ
ｌ
地
区
　
一
九
九
二
年
九
月
―

一
一
月

⑪
富
山
県
文
化
振
興
財
団
埋
蔵
文
化
財
調
査
事
務
所

河
西
健
二

・
横
山
和
美

・
中
川
道
子

。
越
前
慎
子

・
三
島

道
子

・
柴
口
真
澄

（Ａ
地
区
）、
池
野
正
男

・
谷
杉
廷
子

（Ｃ
ｌ
地
区
）

集
落
跡

五
世
紀
後
半
―

一
四
世
紀
７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構

の
概
要

五
社
遺
跡
は
、
小
矢
部
川
と

庄
川
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
砺

波
平
野
の
扇
央
都
西
端
に
位
置

し
、
小
矢
部
川
と
岸
渡
川
に
挟

ま
れ
た
自
然
堤
防
に
立
地
す
る
。

一
帯
は

『和
名
抄
』
に
み
ら
れ

る
栃
波
郡

一
三
郷
中
の

「長
岡

(石 動 )



郷
」
の

一
部
と
推
定
さ
れ
、
中
世
に
は
五
社
地
内
に
所
在
す
る
糸
岡
神
社
を
中

心
と
し
て
周
囲
に
後
堀
河
天
皇
の
皇
女
室
町
院
の
荘
園

「糸
岡
庄
」
が
あ
っ
た

と
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
こ
の
北
に
は
、
天
正

一
三
年

（
一
五
八
五
）
の
自
山
地

震
に
よ
っ
て
倒
壊
し
た
と
い
う
木
舟
城
跡
が
あ
る
。

調
査
は
能
越
自
動
車
道
建
設
に
先
立
ち

一
九
九
二
年
度
か
ら

一
九
九
四
年
度

に
実
施
し
た
。
遺
跡
は
県
道
戸
出

・
小
矢
部
線
か
ら
北
東
に
五
〇
〇
ｍ
、
路
線

幅
六
〇
ｍ
で
、
便
宜
的
に
地
区
割
り
を
行
な
っ
て
調
査
し
た
。
そ
の
結
果
、
古

墳
時
代
か
ら
中
世
に
わ
た
る
複
数
の
文
化
層
で
遺
構
を
確
認
し
た
。

Ａ
地
区
で
は
中
世

。
古
代

（上
下
三
面
で
、
う
ち
下
面
は
古
墳
時
代
も
含
む
）
の

遺
構
検
出
面
を
確
認
し
た
。
中
世
面
で
は
掘
立
柱
建
物

一
一
棟

・
溝

一
三
条

・

土
坑
約
工
○
基
を
検
出
し
て
お
り
、　
〓

一世
紀
後
半
か
ら

一
三
世
紀
を
主
体
と

す
る
。
掘
立
柱
建
物
の
柱
穴
に
は
そ
の
底
部
が
古
代
上
層
面
ま
で
掘
ら
れ
て
い

る
も
の
が
あ
る
が
、
天
正

一
三
年
に

一
帯
を
襲
っ
た
白
山
地
震
と
飛
越
地
震
の

影
響
に
よ
っ
て
、
柱
穴
の
上
部
と
底
部
の
位
置
が
ず
れ
、
そ
の
底
部
を
古
代
上

層
面
に
お
い
て
移
動
し
た
地
点
で
検
出
し
た
も
の
も
あ
る
。
遺
物
は
土
師
器
、

白
磁
、
珠
洲
、
瀬
戸
美
濃
、
羽
口
な
ど
が
出
土
し
て
い
る
。
古
代
上
層
面
で
は

掘
立
柱
建
物
数
棟

・
溝

一
〇
条

。
土
坑
数
十
基
を
検
出
し
て
お
り
、　
一
〇
世
紀

か
ら

一
一
世
紀
に
主
体
を
お
く
と
考
え
ら
れ
る
。
遺
物
は
土
師
器
、
須
恵
器
、

漆
器
椀
が
出
土
し
て
い
る
。
古
代
下
層
面
で
は
掘
立
柱
建
物
三
棟

・
溝

・
畠

跡

・
道
状
遺
構
、
古
墳
時
代
の
竪
穴
住
居
三
棟

・
溝
四
条

。
自
然
河
川

一
条

・

土
坑
八
基
を
検
出
し
て
い
る
。
遺
物
は
古
墳
時
代
か
ら
古
代
に
か
け
て
の
土
師

器

・
須
恵
器
が
出
土
す
る
。
地
区
の
西
端
で
検
出
し
た
自
然
河
川
Ｓ
Ｄ
五
五
二

か
ら
は
Ⅵ
Ｃ
層
で
大
足
の
縦
枠

・
横
木

。
足
板
が

一
×
二
ｍ
の
範
囲
に
バ
ラ
バ

ラ
に
重
な
っ
た
状
態
で
出
土
し
た
。
部
材
の
数
か
ら
復
原
を
試
み
た
が
、
現
時

点
で
は

一
個
体
分
か
二
個
体
分
か
は
不
明
で
あ
る
。
横
木
の

一
つ
に
墨
書
が
認

め
ら
れ
た

（木
簡
ω
）。
ま
た
同
層
上
面
か
ら
は
平
安
時
代
の
遺
物
が
、
中
位

（大
足
と
ほ
ぼ
同
レ
ベ
ル
）
か
ら
は
七
世
紀
初
め
の
須
恵
器
甕
が
出
土
す
る
た
め
、

遺
構
の
時
期
は
七
世
紀
か
ら
九
世
紀
と
考
え
ら
れ
、
大
足
も
こ
の
時
期
に
比
定

さ
れ
る
。

Ｃ
ｌ
地
区
で
は
、
中
世
面
で
掘
立
柱
建
物
七
棟

。
溝

・
井
戸

・
土
坑
、
古
代

面
で
掘
立
柱
建
物
四
棟

。
柵
列

・
溝

・
土
坑
を
検
出
し
て
い
る
。
中
世
面
の
掘

立
柱
建
物
は
地
区
の
南
西
部
分
に
六
棟

（Ｓ
Ｂ
Ｏ
一
ｔ
Ｓ
Ｂ
Ｏ
一◇
、
中
央
部
東



1995年 出上の木簡

に

一
棟

（Ｓ
Ｂ
〇
七
）
を
検
出
し
て
い
る
。
Ｓ
Ｂ
〇

一
は
三
間
×
三
間
の
総
柱

で
北
側
に
廂
を
も
ち
、
区
画
溝
Ｓ
Ｄ

一
二
〇
を
伴
う
と
考
え
ら
れ
る
。
柱
穴
Ｓ

Ｐ
〇
七
か
ら
は
呪
符
木
簡
②
と
箸
が
、
そ
の
他
の
柱
穴
か
ら
は
漆
器
椀
な
ど
が

出
土
し
て
い
る
。
ま
た
Ｓ
Ｂ
〇
七
の
柱
穴
か
ら
も
墨
書
の
有
無
は
未
確
認
で
あ

る
が
、
下
端
を
尖
ら
せ
た
板
状
の
本
札
が
出
土
し
て
い
る
。

８
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容

〔庄
ヵ
〕

「
□
　
□
□
□
□
□
□

(1)

（
∞
伽
∞
）
×
伽
〇
×
Ｐ
］

ｏ
の
厚

図

　

「
（符
篠
）
□
□
」

牌
∞
ｏ
×

∞
ｏ
×

伽
　

ｏ
伽
牌

い
は
大
足
の
横
木
で
あ
る
。
墨
書
は
七
文
字
と
思
わ
れ
、
最
初
の
文
字
は

「庄
」
か
と
考
え
ら
れ
る
が
以
下
は
判
読
で
き
な
い
。
形
状
は
板
状
の
材
の
両

端
を
削
り
だ
し
、
打
抜
き
ほ
ぞ
と
考
え
ら
れ
る
が
、
端
部
は
欠
損
し
て
い
る
。

一
文
字
目
の
上
方
に
文
字
と
平
行
し
て
傷
が
み
ら
れ
る
た
め
、
ほ
ぞ
は
縦
枠
の

ほ
ぞ
孔
に
挿
入
さ
れ
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
中
央
部
に
は
、
足
板

を
の
せ
る
た
め

一
側
面
か
ら
の
狭
り
が
み
ら
れ
る
。
文
字
の
位
置
に
つ
い
て
は
、

上
二
文
字
は
横
木
の
幅
の
中
央
部
に
あ
る
が
、
袂
り
部
分
に
書
か
れ
た
三
文
字

日
以
下
は
や
や
左
寄
り
に
あ
る
た
め
、
大
足
と
し
て
作
ら
れ
た
後
に
墨
書
さ
れ

た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。

②
は
呪
符
木
簡
で
あ
る
。
形
状
は
長
方
形
の
材
の
頭
部
を
緩
や
か
な
山
状
に

削
り
、
下
端
は
尖
ら
せ
て
い
る
。
表
面
に
は
上
か
ら
下
へ
削
っ
た
痕
跡
が
み
ら

れ
る
。
墨
書
は
、
上
か
ら
三
重
九
の
中
に
文
字
を
書
き
、
そ
の
下
は
□
と
□
を

］ｕ滅
蜘脚



線
で
結
ん
だ
も
の
を
三
段
並
べ
て
い
る
。
次
に
□
を
縦
に
三
段
並
列
さ
せ
て
斜

線
で
結
ん
だ
も
の
を
二
組
、
そ
の
下
に

「
戸
」
を
四
段
、
「
戸
」
以
下
は
不
明

で
あ
る
が
二
文
字
み
ら
れ
る
。
建
物
の
柱
穴
か
ら
出
土
し
た
た
め
、
鎮
宅
安
寧

を
願
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

な
お
木
簡
ω
の
解
読
に
あ
た
り
立
命
館
大
学
本
郷
真
紹
氏
、
木
簡
②
に
つ
い

て
は
奈
良
大
学
水
野
正
好
氏

・
富
山
県
立
立
山
博
物
館
木
本
秀
樹
氏
か
ら
ご
教

示
い
た
だ
い
た
。

９
　
関
係
文
献

⑪
富
山
県
文
化
振
興
財
団
埋
蔵
文
化
財
調
査
事
務
所

『埋
蔵
文
化
財
年
報

４
』
（
一
九
九
三
年
）

同

『埋
蔵
文
化
財
年
報
５
』
盆

九
九
四
年
）

同

『埋
蔵
文
化
財
調
査
概
要
　
平
成
７
年
度
』
全

九
九
六
年
）

（横
山
和
美
・
山
元
祐
人
）

新
潟
・寺
町
遺
跡
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
‐４

１
　
所
在
地
　
　
　
新
潟
県
中
頸
城
郡
吉
川
町
大
字
六
万
部
字
寺
町

・
大
宇
町

田
字
上
寺
町

２
　
調
査
期
間

6543

発
掘
機
関

調
査
担
当
者

遺
跡
の
種
類

遺
跡
の
年
代

一
　

一
九
九
三
年

（平
５
）
五
月
―

一
〇
月

一
一　
一
九
九
二
年
八
月
ｔ

一
一
月

吉
川
町
教
育
委
員
会

秦

繁
治

集
落
跡

・
官
衛
跡
か

縄
文
時
代
早
期
～
前
期
、
人
世
紀
～
九
世
紀
、　
一
〇
世
紀

後
半
～

一
五
世
紀

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構

の
概
要

寺
町
遺
跡
の
西
側
と
南
側
は

沖
積
平
野
が
広
が
り
、
約

一
・

五
臨
先
は
標
高
五
ｍ
未
満
の
大

潟
低
地
と
な

っ
て
い
る
。
沖
積

囀

平
野
と
日
本
海
の
間
に
は
潟
町

市

砂
丘
が
延
び
て
い
る
。
南
東
の

顎
城
村
矢
住
―
吉
川
町
六
万
部




